






要約:Alagille 症候群の 10 例を対照とし,肝障害の長期予後に関して検討した。今回検討

した10例では,臨床像から3群に大別でき,閉塞性黄疸の増強が進行し幼児期早期に死亡し

た例が2例(1群),長期に持続した例が4例(2群),幼児期早期までに軽減ないし消失したの

が 4 例(3 群)であった。乳児期早期に胆嚢外瘻増設術を施行した例は全例 1 或いは 2 群に

属していた。これらの成績は胆嚢外瘻増設が Alagille 症候群の肝障害を二次的に増強して

いる可能性を示唆した。 


